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国際障害者年
の統一要求で

全
患
連
が
行
動
開
始

厚
生
省
・
運
輸
省
へ
要
請

　

全
国
患
者
団
体
連
絡
協
議
会
は
、

五
月
の
幹
事
会
で
、
「
国
際
障
害
者

年
に
対
す
る
全
患
連
統
一
要
求
」
を

決
め
ま
し
た
が
（
統
一
要
求
は
6
5
号

に
掲
載
）
、
こ
の
要
求
を
も
っ
て
、

関
係
省
庁
へ
の
要
請
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
六
月
十
口
に
は
、
厚
生
省
と

の
折
衝
を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
し

た
の
は
加
盟
六
団
体
か
ら
十
五
名
の

代
表
だ
ち
。
厚
生
省
側
か
ら
は
、
医

務
局
、
公
衆
衛
生
局
、
社
会
局
、
年

金
局
、
保
険
局
の
五
局
十
三
課
の
係

官
で
、
厚
生
省
の
国
際
障
害
者
年
推

進
本
部
事
務
局
長
で
あ
る
社
会
局
更

生
課
の
板
山
賢
治
課
艮
も
出
席
さ
れ

ま
し
た
。

　

六
月
十
九
日
に
は
、
運
賃
割
引
の

要
求
を
も
っ
て
、
民
鉄
協
会
と
運
輸

省
と
の
折
衝
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ

の
口
は
、
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
全
国
連
絡
協
巌
会
（
障
令
協
）

と
の
共
向
行
動
で
、
全
患
連
か
ら
は

Ｌ
旧
代
衣
斡
巾
ほ
か
三
角
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

こ
の
二
川
の
要
請
行
動
の
中
で
明

ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
い
か
に
政

府
が
国
際
障
害
者
年
に
消
極
的
で
や

る
気
が
無
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
私

ｊ
た
ち
の
要
求
を
取
り
し
げ
る
姿
努
は

国
際
障
害
者
年
に
向
け
て
の
全
患
連
統
一
要
求
を
も
っ
て
厚
生
省
社
会
局

板
山
課
長
（
正
面
左
）
に
要
請
す
る
全
悪
連
代
表
（
６
月
１
０
日
）

み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
地
域
に
根

ざ
し
た
抑
実
な
運
動
の
必
要
性
を
再

認
識
し
た
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、
全
患
連
は
こ
の
後
も
、
ヒ

月
七
日
に
、
労
働
省
へ
の
申
入
れ
を

行
な
い
、
厚
生
省
と
も
再
度
話
」
‥
う

予
定
で
す
。
（
関
連
記
事
三
面
）

お
も
な
記
事

第
二
臨
調
で
ど
う
な
る
厚
生
省
予
算
…
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国
際
障
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者
年
・
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た
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ど
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第
一
。
次
臨
時
行
政
調
査
会

　

一
‐
政
管
理
委
‐
会
設
瞰
以
に
域
づ
く
諮
問
機
関
で
、
ぶ
央
・
地

方
を
つ
う
じ
て
行
政
制
度
及
び
運
営
に
つ
い
て
の
改
革
」
を
寓
議
し

行
管
庁
長
官
を
通
じ
て
首
相
に
意
見
を
述
べ
る
。
そ
の
構
成
は
七
光

敏
夫
・
経
団
連
名
苔
会
長
を
会
長
と
す
る
九
人
で
、
第
一
特
別
部
会

¨II●･11●"¨i●･||･･,i，

（
行
政
の
在
り
方
の
見
直
し
に
よ
る
中
央
・
地
方
に
お
け
る
支
出
削
『

減
及
ぴ
収
入
確
保
）
、
第
二
特
別
部
会
（
行
政
の
な
り
方
の
に
直
し

に
よ
る
中
央
・
地
方
に
お
け
る
一
付
政
の
合
理
化
、
勿
率
化
）
、
第
一

専
門
部
会
将
・
政
改
値
の
理
念
と
行
政
の
中
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
確
と

か
あ
る
。
七
月
ヤ
日
に
第
一
次
、
来
夏
に
第
二
次
、
五
十
八
年
三
月

に
最
終
の
そ
れ
ぞ
れ
答
申
を
目
指
し
て
審
議
を
す
す
め
て
い
る
。
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患
者
、
障
害
者
の
医
療
と
生
活
に
深
い
関
保
を
も
つ
五
十
七
年
度
予
算

政
府
案
の
作
成
は
、
ま
っ
た
く
ひ
ど
い
や
り
方
法
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
財
政
再
建
」
の
た
め
に
と
臨
調
の
答
申
を
た
て
に
、
軍
事
費
増
強
の
た

め
福
祉
、
文
教
ｊ
ロ
を
い
け
に
え
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
厚
生
省
予

算
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

四
段
が
ま
え
の

予
算
編
成
作
業

　

長
か
っ
た
国
会
が
終
っ
た
あ
と
、

厚
生
省
の
幹
部
は
た
め
い
き
ま
じ
り

に
「
五
十
七
年
度
予
算
は
ひ
ど
い
こ

と
に
な
る
。
今
年
は
予
算
編
成
の
山

が
三
回
も
四
回
も
あ
る
よ
」
と
い
っ

て
い
ま
し
た
。

　

五
十
六
年
度
予
算
が
実
施
さ
れ
た

四
月
一
日
か
ら
１
ヵ
月
も
た
た
ぬ
四

月
二
十
八
日
に
は
、
早
く
も
各
省
庁

官
房
艮
会
議
に
お
い
て
、
大
蔵
省
か

ら
各
省
庁
に
た
い
し
て
五
十
七
年
度

の
概
算
要
求
わ
く
を
原
則
と
し
て
ゼ

ロ
に
す
る
こ
と
が
内
示
さ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
各
省
庁
は
経
費
全
般
に

わ
た
っ
て
、
既
存
制
度
の
Ｑ
直
し
を

含
む
歳
出
削
減
方
策
を
含
む
予
算
案

を
五
月
中
旬
ま
で
に
ま
と
め
、
六
月

五
日
に
ひ
ら
か
れ
た
閣
議
で
予
算
大

綱
の
素
案
を
決
め
ま
し
た
。

　

例
年
な
ら
ば
厚
生
省
は
、
大
蔵
省

む
け
、
自
民
党
政
務
調
査
会
む
け
、

そ
し
て
国
民
む
け
の
予
算
案
を
作
っ

て
、
八
月
末
に
大
蔵
省
に
概
算
要
求

し
て
き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
か
行
財
政
改
革
に
政
治
生

命
を
か
け
る
と
の
鈴
木
首
相
発
言
を

契
機
に
厚
生
省
は
、
臨
時
調
査
会
む

け
、
大
蔵
省
む
け
、
自
民
党
政
調
会

む
け
、
国
民
む
け
の
四
段
が
ま
え
の

は
未
定
）
で
作
業
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
臨
調
は
、
こ
の
三
部
会
報
告

を
基
本
に
筥
一
次
臨
調
答
申
を
作
成

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
三
部
会
の
報
告
が
六
月
二
十

二
日
に
第
二
臨
調
に
報
告
さ
れ
、
す

で
に
そ
の
全
文
、
ま
た
は
原
案
が
朝

日
、
毎
日
新
聞
な
ど
に
報
道
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
一
特
別
部
会
（
担
当
は
行
政
の

在
り
方
の
見
直
し
に
よ
る
中
央
・
地

方
に
お
け
る
支
出
削
減
及
び
収
入
確

第
二
臨
調
で

予
算
作
業
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

国
民
い
じ
め
の

臨
調
部
会
報
告

　

鈴
木
首
相
の
委
嘱
を
う
け
て
発
足

し
た
第
二
次
臨
時
行
政
調
査
会
（
略

称
第
二
臨
調
、
会
長
土
光
敏
夫
）
は

九
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
、
特
別
部

会
（
第
一
特
別
部
会
、
第
二
特
別
部

会
）
、
専
門
部
会
（
第
一
専
門
部
会
。

第
二
専
門
部
会
か
ら
第
八
専
門
部
会

保
に
つ
い
て
）
で
は
、
①
医
療
費
の

適
正
化
、
②
国
民
健
保
の
四
割
五
分

の
う
ち
五
分
を
地
方
負
担
、
③
老
人

医
瞭
費
の
有
料
化
、
④
老
齢
年
金
の

支
給
年
令
の
引
上
げ
、
⑤
児
童
扶
養

手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給

に
要
す
る
一
部
を
都
道
府
県
負
担
と

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
二
部
会
（
行
政
の
合
理
化
、
効

率
化
）
で
は
、
国
立
療
養
所
、
病
院

の
整
理
統
廃
合
と
国
立
療
養
所
、
病

院
な
ど
で
の
清
掃
。
洗
た
く
、
電
話

交
換
な
ど
の
業
務
の
民
間
委
託
を
う

ち
出
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
に
た
い
し
て
新
聞
社
説

　

（
朝
日
）
で
も
「
福
祉
、
教
育
に
し

わ
よ
せ
、
防
衛
は
聖
城
か
」
と
き
び

し
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

一
兆
二
千
億
円

削
る
厚
生
予
算

　

六
月
五
日
の
閣
議
は
、
五
十
七
年

度
予
算
編
成
の
大
綱
を
「
対
前
年
比

で
ゼ
ロ
」
ベ
ー
ス
と
決
定
し
ま
し
た
。

新
聞
論
調
で
指
摘
さ
れ
る
ま
で
も
な

く
、
こ
れ
は
超
憲
法
的
な
専
制
手
段

に
等
し
い
も
の
と
い
え
ま
す
。

　

厚
生
省
内
の
財
政
通
幹
部
に
、
こ

の
閣
議
決
定
に
も
と
ず
く
予
算
案
づ

く
り
を
賢
問
し
て
み
る
と
「
戦
車
や

大
砲
が
憲
法
と
厚
生
省
予
算
を
お
し

つ
ぷ
す
、
戦
前
に
歴
史
の
歯
車
を
回

転
さ
せ
る
よ
う
な
ひ
ど
い
も
の
」
と

い
っ
て
い
ま
す
。

　

質
問
＝
五
十
七
年
度
予
算
案
を
ど

う
作
る
の
で
す
か
。

　

答
え
＝
厚
生
省
の
五
十
六
年
度
予

算
は
八
兆
七
千
六
百
四
十
二
億
円

で
、
対
前
年
度
比
の
伸
び
率
は
七
・

五
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
。
昨
年
並
に

伸
び
率
が
み
と
め
ら
れ
れ
ば
九
兆
四

千
二
百
十
五
億
円
と
な
り
ま
す
。

　

質
問
＝
一
説
に
は
八
千
億
円
削
れ

と
か
、
七
千
億
円
削
れ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ど
う
い
う
方
法
で
削
れ

る
の
で
す
か
。

　

答
え
＝
そ
の
前
に
五
十
七
年
度
の

自
然
増
が
約
七
千
五
百
億
円
、
政
策

増
が
一
千
億
円
、
合
せ
て
約
九
千
億

円
ち
か
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
五
十

六
年
度
予
算
に
単
純
に
合
せ
ま
す

と
、
約
九
兆
六
千
六
百
四
十
二
億
円

ぐ
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　

質
問
＝
予
算
編
成
の
秘
決
は
。

　

答
え
＝
発
想
を
一
変
し
な
い
限
り

で
き
ま
せ
ん
ね
。
ま
ず
国
保
の
五
分

の
調
整
交
付
金
を
削
れ
ば
約
二
千
億

円
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
金

を
福
祉
手
当
金
と
同
様
に
国
八
割
、

県
二
割
と
い
う
よ
う
に
し
て
い
く
方

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
従
来
五

年
計
画
と
し
て
い
た
も
の
を
七
年
計

画
に
延
期
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

質
問
＝
憲
法
に
も
と
づ
い
て
義
務

経
費
と
な
っ
て
い
る
生
活
保
護
、
結

核
予
防
法
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
法

な
ど
の
予
算
を
法
律
を
改
悪
し
て
も

や
る
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

　

答
え
＝
法
制
局
と
協
議
す
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
憲
法
違
反
は

で
き
ま
せ
ん
よ
。

　

質
問
＝
そ
れ
は
当
然
な
こ
と
で
す

が
、
七
千
億
円
と
も
な
れ
ば
厚
生
省

内
の
四
局
か
五
局
分
の
予
算
を
削
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
運
用

面
で
ひ
き
し
め
る
の
で
す
か
。

　

答
え
＝
何
ん
と
も
い
え
ま
せ
ん
。

七
月
十
日
の
臨
調
報
告
に
そ
っ
て
予

算
を
編
成
せ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
真

剣
に
考
え
る
と
夜
も
ね
む
れ
ぬ
ね
。

　

以
上
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
行
財
政

改
革
に
政
治
生
命
を
か
け
る
と
い
う

こ
と
が
、
ど
ん
な
に
ひ
ど
く
弱
い
者

い
じ
め
の
も
の
か
明
瞭
で
す
。

　

こ
と
し
は
国
際
障
害
者
年
で
す
。

障
害
者
年
の
推
進
本
部
長
は
鈴
木
首

相
で
す
。
障
害
者
の
権
利
宣
言
の
実

行
に
政
治
生
命
を
か
け
て
く
れ
な
い

本
音
は
、
行
財
政
改
革
の
名
の
も
と

に
福
祉
予
算
を
削
減
し
、
外
圧
、
財
界

の
圧
力
に
屈
し
て
軍
事
費
を
増
や
す

も
の
と
し
か
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
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いったいどうなるの
国際障

害者年

あやぶまれる行動計画の策定

　

１面既報のように、全患連は、「国際障害者年統一要求」の厚生省への申入れを、６月

10日に行ないました。４時間をこえる長時間の話合いがつづきましたが、厚生省のあまり

の対応の弱さに、代表から怒りの声があがるなど、緊迫した鳩面もみられました。

　

全
忠
連
の
「
国
際
障
會
者
年
に
対

す
る
統
一
要
求
」
に
つ
い
て
の
厚
生

省
と
の
話
合
い
は
、
溥
暗
く
て
む
し

僑
い
玄
関
脇
の
応
接
室
で
、
午
後
｝

時
か
ら
五
時
す
ぎ
ま
で
、
】
局
当
り

一
時
間
と
い
う
制
約
つ
き
で
行
な
わ

れ
ま
し
た
。
話
合
い
は
、
局
ご
と
に

ま
ず
上
田
代
表
幹
事
の
挨
拶
、
古
川

事
務
局
次
長
が
大
ま
か
な
趣
旨
説
明

を
行
な
っ
た
あ
と
、
厚
生
省
側
か
ら

こ
た
え
る
と
い
う
や
り
方
で
す
す
み

ま
し
た
。

　

厚
生
省
の
回
答
は
、
全
体
と
し
て

現
行
制
度
や
施
策
の
説
明
に
終
始

し
、
国
際
障
害
者
年
に
ど
う
取
り
組

む
か
と
い
う
大
き
い
視
点
に
立
っ
た

も
の
は
何
も
な
か
っ
た
と
言
え
ま

す
。
そ
し
て
昭
和
五
十
七
年
度
予
算

概
算
要
求
枠
石
ｙ
の
き
ぴ
し
さ

や
、
第
二
臨
時
行
政
調
査
会
の
子

べ
て
の
制
度
、
補
助
金
の
洗
い
直
シ

の
動
き
な
ど
を
、
何
も
出
来
な
い
口

実
に
繰
り
返
す
ば
か
り
で
し
た
。

　

Λ
制
度
改
善
▽
の
要
求
に
つ
い
て

は
、
①
差
別
用
語
の
改
正
を
す
る
。

あ
と
は
慎
重
に
見
直
し
て
い
き
た

い
。
②
医
瞭
法
の
人
員
配
置
基
準
は

検
討
し
た
い
と
思
う
が
、
第
二
臨
調

で
は
人
員
削
減
の
方
向
が
。
現
行
の

基
準
さ
え
守
ら
れ
て
い
な
い
状
況
の

方
が
問
題
。
⑤
リ
ハ
ビ
リ
関
係
職
員

や
医
療
ヶ
Ｉ
ス
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
の

義
務
化
は
む
づ
か
し
い
。
④
年
金
は

今
年
七
八
り
の
引
き
上
げ
を
し
た
。

五
年
毎
に
大
改
正
を
や
っ
て
い
る
の

で
、
国
際
障
害
者
年
だ
か
ら
と
い
っ

て
特
に
ど
う
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

〈
医
療
保
障
Ｖ
の
問
題
に
つ
い
て
は

①
全
額
公
費
負
担
医
療
制
度
の
創
設

は
む
づ
か
し
い
。
②
訪
問
指
導
の
強

化
な
ど
に
つ
い
て
は
現
状
の
説
明
だ

け
。
⑤
健
康
保
険
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
六
月
一
日
か
ら
の
医
療
費
改
訂

で
改
暫
し
た
と
の
説
明
。
Λ
発
生
予

防
と
研
究
▽
の
項
で
は
、
各
種
の
健

康
診
査
、
検
診
の
受
診
率
を
上
げ
て

事
業
の
継
続
を
は
か
り
た
い
と
言
う

だ
け
。
〈
生
活
保
障
▽
の
項
で
は
、

①
生
活
保
護
と
障
害
年
金
の
併
給
は

で
き
な
い
。
②
世
帯
更
生
賢
金
の
改

書
の
検
討
は
す
る
が
…
…
…
〈
長
島

架
橋
Ｖ
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
公
共

事
業
方
式
で
実
現
し
た
い
。
国
と
県

と
町
で
折
衝
中
…
…
…

　

こ
の
よ
う
な
回
答
の
途
中
で
、
全

患
連
代
表
側
か
ら
は
、
た
ま
り
か
ね

た
よ
う
に
「
国
際
障
害
者
年
に
何
を

す
る
つ
も
り
か
「
要
望
書
の
検
討

を
し
て
き
た
の
か
」
と
、
怒
り
を
含

ん
だ
発
言
も
飛
ぴ
出
す
始
末
で
し

た
。

　

板
山
更
生
課
長
か
ら
は
、
政
府
の

国
際
障
害
者
年
対
策
本
部
の
状
況
に

つ
い
て
、
「
①
政
府
の
特
別
委
員
会

で
は
、
検
討
す
べ
き
障
害
者
の
範
囲

は
心
身
障
害
者
対
策
基
本
法
に
示
さ

れ
た
範
囲
と
決
め
て
い
る
。
②
特
別

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
六
十
人
。
障

害
者
団
体
か
ら
は
十
五
人
で
内
部
障

害
者
関
保
は
い
な
い
。
全
患
連
は
患

者
の
会
だ
か
ら
障
肖
者
団
体
と
は
み

な
さ
な
い
。
意
見
や
要
望
は
文
書
で

提
出
を
。
③
い
ま
特
別
委
員
会
は
五

つ
の
部
会
で
長
期
行
動
計
画
の
あ
り

方
を
検
討
中
。
年
末
に
は
十
年
後
の

到
達
目
標
が
示
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
④

こ
の
答
申
を
う
け
て
政
府
は
行
動
計

画
を
作
る
こ
と
に
な
る
が
、
国
会
で

の
総
理
大
臣
答
弁
は
非
篇
に
あ
い
ま

い
で
、
作
る
と
は
言
っ
て
い
な
い
。

⑤
推
進
本
部
は
来
年
三
月
に
は
解
散

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
」
－

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、

全
患
連
の
要
請
行
動
は
意
義
が
あ
っ

た
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。

身
障
者
割
引
の
窓
口
扱
い

省輸

早
急
に
結
論
だ
す

　
　

「
す
べ
て
の
障
害
者
に
運
賃
割
引

き
を
実
施
し
て
」
な
ど
、
三
項
目
の

要
求
を
か
か
げ
、
全
岡
患
者
団
体
連

絡
協
議
会
（
全
患
連
）
と
障
全
協
（
障

害
者
の
生
活
と
権
利
を
守
る
全
国
連

絡
協
議
会
）
の
代
表
二
十
名
が
六
月

ト
九
日
、
民
鉄
協
会
、
運
輸
省
へ
要

請
し
ま
し
た
。

　

こ
の
行
動
に
は
、
全
患
連
か
ら
上

田
代
表
幹
事
、
小
林
事
務
局
長
の
ほ

か
日
患
同
盟
、
全
国
心
臓
病
の
子
ど

も
を
守
る
会
の
代
表
が
参
加
。
①
一

〇
〇
キ
ロ
以
ド
で
も
障
害
者
に
対
す

る
運
賃
の
割
引
き
を
み
と
め
、
身
障

手
帳
の
提
示
だ
け
で
利
用
で
き
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
②
す
べ
て
の
障

害
者
を
割
引
き
の
対
象
に
し
て
く
だ

さ
い
⑤
列
車
、
バ
ス
、
駅
舎
、
バ
ス

運

停
の
改
造
を
す
す
め
、
障
害
者
が
利

用
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い

の
三
項
目
の
実
現
を
要
請
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
、
代
表
に
応
待
し
た
運
輸

省
業
務
課
の
金
子
補
佐
官
ら
は
「
私

鉄
と
同
じ
よ
う
に
身
啼
割
引
き
を
駅

の
窓
口
で
扱
う
こ
と
に
つ
い
て
、
い

ま
検
討
中
で
あ
り
、
早
急
に
結
論
を

だ
し
た
い
」
と
、
前
向
き
の
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
内
部
障
害
者
に
た
い
す

る
運
賃
剛
引
き
に
つ
い
て
は
「
厚
生

省
、
大
蔵
省
な
ど
関
係
省
と
運
賃
割

引
き
間
題
ぜ
ん
た
い
の
検
討
を
す
す

め
、
い
ま
ま
で
十
回
ほ
ど
会
楸
を
ひ

ら
い
て
い
る
が
」
と
、
明
快
な
回
答

害
者
年
の
『
全
面
参
加
と
平
等
』
と

い
う
点
か
ら
み
て
も
内
部
障
害
除
外

は
不
当
で
あ
る
。
早
急
に
実
現
し
て

ほ
し
い
」
と
、
か
さ
ね
て
の
要
請
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
れ
に
さ
き
だ
っ
て
お
こ

な
わ
れ
た
民
鉄
協
会
へ
の
要
請
と
運

輸
省
に
は
、
岩
佐
恵
美
衆
院
議
員

　

（
共
）
が
同
行
し
代
表
の
行
動
を
援

助
し
ま
し
た
。

を
お
こ
な
え
ず
、
代
表
は
「
国
際
障
要
臍
す
る
全
患
連
・
障
全
協
代
表
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全有協が
11回総会

治
療
を
貫
き
健
康
回
復
を

1
0
周
年
を
新
た
な
出
発
点
に

　

全
有
協
は
六
月
八
日
、
東
京
・
港

医
新
喘
福
祉
会
館
に
お
い
て
、
第
十

一
回
総
会
及
び
創
立
十
周
年
記
念
集

会
を
開
き
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
開
会
の
あ
い
さ
つ
、
議

長
団
選
出
の
あ
と
、
こ
の
十
年
間
で

尊
い
生
命
を
奪
わ
れ
た
仲
間
の
冥
福

を
祈
り
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

会
長
あ
い
さ
つ
に
つ
づ
き
、
来
賓
の

方
々
か
ら
の
激
励
と
力
強
い
連
帯
の

あ
い
さ
つ
と
メ
″
セ
ー
ジ
、
祝
電
の

紹
介
で
総
会
を
盛
り
あ
げ
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
、
こ
の
一
年
間
の
活
動
報

告
等
を
採
択
し
た
あ
と
、
新
年
度
の

運
動
方
針
案
を
基
に
討
論
し
ま
し

た
。

　

方
針
で
は
、
職
業
病
か
く
し
や
患

飾の，

者
切
り
捨
て
に
反
対
し
、
充
分
な
予

防
と
早
期
発
見
・
治
療
の
確
立
。
［
冶

寮
を
貫
き
、
一
日
も
早
く
健
康
を
と

り
も
ど
す
］
た
め
に
、
早
期
労
災
認

定
・
補
償
・
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
、
職

場
復
帰
な
ど
、
医
療
の
充
実
、
生
活

向
上
と
働
く
権
利
の
確
立
を
め
ざ
す

こ
と
。
そ
し
て
、
暦
在
患
者
の
堀
り

お
こ
し
盾
動
を
は
じ
め
と
す
る
患
者

の
組
織
化
を
全
員
参
加
の
会
活
動
と

他
団
体
と
の
連
携
を
強
め
、
統
一
し

た
運
動
を
広
げ
る
な
ど
の
組
織
活
動

の
強
化
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

総
会
後
第
一
部
と
し
て
、
創
立
十

　

I
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第目回仝有剔

周
年
記
念
集
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
あ
い
さ
つ
、
表
彰
式

と
乾
杯
に
つ
づ
い
て
、
会
の
生
い
た

ち
、
結
成
当
時
の
情
況
や
活
動
の
苦

労
話
し
な
ど
も
出
さ
れ
、
ト
年
間
の

闘
い
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
と
と
も
に
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
有
協
は
創
立
十
周
年
を

記
念
し
て
発
行
し
た
十
年
の
闘
い
の

記
録
『
十
年
の
あ
ゆ
み
』
を
今
後
の

運
動
に
活
用
し
、
組
織
強
化
を
め
ざ

す
な
ど
、
十
周
年
記
念
を
今
後
の
運

動
の
出
発
点
と
し
て
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
し
ま
し
た
。

4ｌｊ

全
有
協
の
十
周
年
記
念
・
第
十
一
回
総
会
で
報
告
す
る
末
永
Ｓ
務
局
長

『
引
Ｊ

腎協も10周年迎える

意も新たl
回総会・記念シンポも開

　

令
国
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

（
全
腎
協
）
は
、
六
月
六
日
に
会
結

成
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

全
腎
協
は
十
年
前
の
】
九
七
一
年

に
、
ぶ
の
切
れ
目
が
生
命
の
切
れ

目
”
と
い
わ
れ
た
、
当
時
の
腎
不
令

患
者
と
家
族
の
切
実
で
深
刻
な
要
求

で
あ
っ
た
「
人
工
透
析
の
費
用
を
国

庫
負
担
に
」
「
人
工
腎
臓
を
全
国
に

増
設
し
て
」
と
い
う
声
に
も
と
づ
い

て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
厳

し
く
困
難
な
た
た
か
い
を
経
て
、
今

日
で
は
透
析
思
者
は
四
万
人
、
医
僚

費
の
公
費
負
担
も
実
現
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
十
年
後
の
今
日
、
透
析

患
者
の
増
大
に
と
も
な
う
医
療
費
の

増
大
で
。
透
析
の
診
療
報
酬
の
引
き

全
腎
協
総
会
に
は
五
百
五
十
人
が
参
加
し
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
も
決
め
た

下
げ
や
公
費
医
療
制
度
の
改
悪
の
う

ご
き
の
中
で
、
再
び
十
年
前
の
「
制

限
と
選
択
の
時
代
」
に
逆
行
す
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が
患
者
の

間
に
も
た
れ
て
い
ま
す
。

　

全
腎
協
の
十
周
年
記
念
、
第
十
一

回
総
会
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

六
月
七
日
、
東
京
・
一
ツ
橋
の
日
本

教
育
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し

た
。
総
会
で
は
、
十
年
間
の
全
腎
協

の
連
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、
今

日
の
腎
臓
病
患
者
、
透
析
患
者
を
め

ぐ
る
厳
し
い
状
況
の
中
で
、
腎
疾
患

総
合
対
策
の
確
立
、
透
析
医
療
水
準

の
質
的
向
上
、
患
者
の
社
会
復
帰
促

進
、
腎
移
植
の
促
進
な
ど
を
求
め
て

全
腎
協
の
組
織
を
い
っ
そ
う
拡
大
強

化
し
、
令
国
の
患
者
運
動
の
統
一
。
に

努
力
す
る
こ
と
な
ど
の
方
針
を
確
認

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
日
は
、
国
際
障
害
肴

年
を
記
念
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
八

〇
年
代
の
腎
臓
病
と
の
だ
た
か
い
」

も
開
か
れ
、
厚
生
省
、
人
工
透
析
研

究
会
、
国
立
公
衆
衛
生
院
、
全
腎
協

の
代
表
ら
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
よ
り
、

腎
疾
患
対
策
を
様
々
な
角
度
か
ら
討

論
し
会
員
の
強
い
関
心
を
呼
ん
で
い

ま
し
た
。

　

な
お
、
前
日
の
六
日
に
は
十
周
年

を
記
念
し
て
祝
賀
会
も
開
か
れ
、
長

全
患
連
代
表
幹
事
を
は
じ
め
行
政
、

国
会
、
学
会
、
患
者
団
体
関
係
者
ら

百
人
が
歓
談
し
ま
し
た
。
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医療改善の運動と

公費医療守る
日患同盟第74回定期大会

　

日
本
患
者
同
盟
第
七
十
四
回
定
期

大
会
が
、
五
月
三
十
一
日
よ
り
三
日

開
、
岡
山
市
「
山
佐
別
館
’
・
に
お
い

て
、
北
は
北
海
道
、
南
は
沖
縄
ま
で

の
令
国
代
表
百
五
十
名
か
参
加
し
て

ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）

　

は
じ
め
に
お
さ
会
艮
が
挨
拶
に
た

ち
、
朝
日
訴
訟
の
意
義
に
ふ
れ
た
あ

と
八
〇
年
代
の
社
ふ
篇
障
の
課
題
に

つ
い
て
、
①
国
際
障
害
者
年
を
成
功

さ
せ
る
こ
と
②
医
療
荒
廃
か
ら
国
民

の
健
康
と
生
命
を
守
る
こ
と
⑤
高
令

化
社
会
へ
の
対
応
を
急
ぐ
こ
と
を
あ

げ
、
大
会
の
成
功
を
訴
え
ま
し
た
。

　

ま
た
大
会
に
は
社
会
、
共
産
両
党

代
表
、
岡
山
県
知
事
（
代
理
）
、
松

本
医
労
協
議
長
、
全
患
連
・
辻
川
寿

之
氏
（
全
交
災
）
、
全
患
協
・
高
瀬

重
二
郎
氏
（
長
島
愛
生
園
）
な
ど
多

数
の
来
賓
挨
拶
の
ほ
か
五
十
通
を
こ

え
る
祝
電
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
運
動
方
針
案
で
熱
心
な
討

論
を
お
こ
な
い
、
こ
れ
を
決
定
し
ま

し
た
。
ま
た
、
「
老
人
保
健
法
案
に

反
対
す
る
」
特
別
決
議
を
採
択
し
ま

し
た
。
つ
づ
い
て
、
医
療
と
福
祉
を

守
り
ぬ
く
決
意
を
こ
め
た
「
大
会
官

言
」
を
採
択
し
た
あ
と
、
お
さ
会
長

ほ
か
新
役
員
を
選
出
し
、
成
功
裡
に

終
え
ま
し
た
。

　

日
患
大
会
で
き
め
た
主
な
方
針
は

つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

　

①
健
康
回
復
は
よ
い
医
療
か
ら
＝

み
ん
な
で
医
療
改
善
の
運
動
を
す
す

め
る
②
老
人
医
鍛
費
の
有
料
化
・
結

核
公
費
医
療
制
度
の
改
悪
に
反
対

し
、
医
療
保
険
制
度
の
拡
充
を
要
求

す
る
③
仕
事
と
生
活
保
障
の
確
立
を

は
か
る
④
国
際
障
害
者
年
を
成
功
さ

。
せ
る
⑤
老
人
医
９
・
結
核
医
療
等
公

費
医
療
を
守
り
、
国
際
障
害
者
年
を

成
功
さ
せ
る
全
岡
署
名
、
募
金
活
動

を
成
功
さ
せ
る
⑥
秋
に
呼
吸
器
障
害

者
の
集
い
を
も
つ
。
内
部
障
害
者
の

政
策
を
つ
く
る
⑦
一
千
名
の
会
員
と

健
康
新
聞
読
者
を
拡
大
す
る
、

給付打ち切りやめよ

６・３総行動
東むちなど労職協

　

東
京
労
災
・
職
業
病
患
者
団
体
連

絡
協
議
会
（
略
称
・
東
京
労
職
協
＝

全
有
協
、
Ｃ
Ｏ
忠
者
会
、
け
い
わ
ん

学
級
、
酒
本
け
い
子
さ
ん
を
守
る
会
、

大
田
患
者
会
、
東
京
む
ち
う
ち
連
）

は
六
月
三
日
、
東
京
総
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

　

労
職
協
は
、
①
被
災
労
働
者
の
休

業
補
償
給
付
打
ち
切
り
「
症
状
調
査
」

を
や
め
よ
②
社
会
（
職
場
）
復
帰
訓

練
対
策
の
促
進
⑤
針
灸
療
養
費
の
引

き
上
げ
④
報
告
轡
を
給
付
打
ち
切
り

に
使
う
な
、
な
ど
の
諸
要
求
を
中
心

に
今
年
一
月
以
降
、
東
京
基
準
局
と

三
回
に
わ
た
っ
て
交
渉
を
つ
づ
け
て

き
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
四
月
ト
五
日
の
交
渉
で

は
、
人
事
異
動
に
よ
る
塵
準
局
の
新

体
制
の
も
と
で
、
管
理
課
長
は
打
ち

切
り
1
1
1
症
状
調
査
」
に
つ
い
て
①
5
1

年
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
ｍ
ｍ
補

價
年
金
」
制
度
切
り
換
え
の
と
き
症

状
調
査
反
対
の
抵
抗
が
あ
っ
た
、
し

か
し
、
あ
れ
は
新
制
度
切
り
換
え
の

問
題
だ
②
今
回
、
被
災
者
を
リ
ス
ト

ア
ｙ
プ
し
て
「
症
状
調
査
」
を
や
っ

て
い
る
の
は
そ
れ
と
は
別
だ
、
こ
れ

は
行
政
本
来
の
通
常
業
務
と
し
て
当

然
や
る
③
行
政
本
来
の
業
務
（
症
状

調
査
、
給
付
打
ち
切
り
）
が
忙
し
い

の
で
、
職
場
復
帰
訓
練
対
策
な
ど
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
だ
か
ら
後
ま
わ
し
に

す
る
④
病
院
に
「
症
状
調
査
」
に
入

る
場
合
、
四
五
四
通
達
后
ゆ
、
後

遺
障
m
級
を
決
め
る
）
で
医
師
に

示
唆
す
る
、
ど
ん
な
様
式
を
使
う
か

は
、
行
政
裁
量
の
問
題
で
交
渉
団
に

干
渉
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。

　

こ
う
し
て
七
年
間
も
企
業
の
受
け

入
れ
拒
否
に
よ
っ
て
職
場
復
帰
で
き

な
い
で
い
る
婦
人
労
働
者
や
、
職
場

復
帰
を
め
ざ
し
て
治
療
を
つ
づ
け
て

い
る
被
災
者
に
対
し
て
打
ち
切
り

　

「
症
状
調
査
」
を
や
っ
た
り
、
ま
た

針
灸
治
療
を
受
け
た
い
と
い
う
被
災

者
の
要
求
解
決
の
た
め
、
再
三
の
交

渉
申
し
入
れ
に
対
し
て
事
務
局
は
一

方
的
に
話
し
合
い
を
拒
否
し
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
経
過
の
中
で
、
症
状
調

責
の
悪
用
に
よ
る
給
付
の
打
ち
切
り

を
や
め
よ
、
社
会
（
職
場
）
復
帰
の

促
進
、
話
し
合
い
の
再
開
を
中
心
と

し
た
要
求
を
あ
げ
て
、
東
京
労
職
協

は
六
・
三
総
行
動
を
各
思
者
団
体
に

よ
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
は
、
共
闘
参
加
団
体
を
中

心
に
、
地
方
か
ら
も
、
職
場
で
事
故

に
あ
い
頭
部
外
傷
と
な
り
不
当
に
も

監
督
署
か
ら
業
務
外
と
さ
れ
た
山
木

さ
ん
示
八
歳
・
女
性
）
と
お
父
さ

ん
が
、
四
国
・
宇
和
島
か
ら
上
京
、

総
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
監
督
署
の
ズ
サ
ン
な

認
定
業
務
の
た
め
一
年
数
力
月
も
引

き
延
ば
さ
れ
て
い
る
銀
行
労
働
者

と
、
支
援
の
仲
間
た
ち
百
二
人
が
六

月
＝
百
正
午
に
東
京
基
串
局
中
庭
に

集
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
全
労
働
東
京
基

準
支
部
へ
の
支
援
要
請
の
あ
と
、
労

働
省
と
基
準
局
を
中
心
に
大
手
町
周

辺
の
労
働
者
二
千
人
に
ビ
ラ
を
配
布

し
ま
し
た
。
（
写
真
）

　

午
後
か
ら
は
、
基
準
局
中
庭
で
抗

磁
集
会
を
開
き
、
全
国
労
災
職
業
病

対
策
実
行
委
員
会
・
辻
川
事
務
局
次

長
の
情
勢
報
告
な
ど
の
あ
と
、
①
東

京
基
準
局
は
直
ち
に
交
渉
を
再
開
せ

よ
②
症
状
調
査
に
よ
る
給
付
打
ち
切

り
、
患
者
切
り
捨
て
を
や
め
よ
③
社

会
（
職
場
）
復
帰
対
策
を
促
進
せ
よ

④
患
者
救
済
の
立
場
で
認
定
業
務
を

促
進
せ
よ
⑤
職
場
の
労
働
基
準
法
、

労
働
安
全
衛
生
法
違
反
の
監
督
指
導

を
強
化
せ
よ
⑥
十
分
な
予
防
対
策
と

安
心
し
て
療
養
で
き
る
補
償
の
確
立

を
、
な
ど
六
項
目
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

採
択
し
ま
し
た
。

　

統
一
労
組
懇
及
び
全
国
労
災
・
職

業
病
対
策
実
行
委
員
会
へ
の
支
援
要

請
を
決
め
た
後
、
各
団
体
代
表
団
に

よ
る
葦
準
局
長
へ
の
抗
議
と
交
渉
の

再
開
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
労
災
保
険
審
議
会
へ

の
要
謂
行
動
、
中
央
労
基
Ｗ
交
渉
の

交
渉
団
を
編
成
、
要
請
行
動
に
移
り

ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
、
今
販
も
東
京
労

職
協
を
中
心
に
更
に
共
闘
を
強
め
、

被
災
労
働
者
の
権
利
拡
大
を
強
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

（
全
交
災
）
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国
民
総
医
療
費
は
十
一
兆
円

5
4
年
度
分
・
前
年
度
比
は
九
・
五
％
増
加

　

厚
生
省
は
六
月
十
三
日
、
「
昭
和

五
十
四
年
度
の
国
民
医
療
費
」
を
発

表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
発
表
に
よ
る
と
昭
和
五
十
四

年
度
の
国
民
医
療
費
は
十
兆
九
千
五

百
十
億
円
と
推
定
さ
れ
、
五
十
三
年

度
よ
り
九
千
四
百
六
十
八
億
円
、
九

・
五
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

国
民
一
人
当
り
で
み
る
と
九
万
四
千

三
百
円
で
、
前
年
度
よ
り
七
千
四
百

円
、
八
ｌ
五
％
の
増
加
と
な
っ
て
い

　

公
衆
衛
生
審
議
会
（
山
口
正
義
会

長
）
は
六
月
十
九
日
、
昨
年
ト
ー
月

に
厚
生
大
臣
か
ら
諮
問
の
あ
っ
た

　

『
結
核
の
健
康
診
断
の
実
施
方
法
に

つ
い
て
』
答
申
し
ま
し
た
。

　

こ
の
答
申
で
は
、
「
結
核
罹
患
率

お
よ
び
結
核
死
亡
率
の
改
書
は
、
若

年
川
を
中
心
に
目
ざ
ま
し
く
、
こ
の

た
め
、
高
校
・
大
学
時
の
定
期
の
健

康
診
断
に
よ
る
結
核
患
者
発
見
率
は

昭
和
四
十
九
毎
に
小
、
中
学
生
に
つ

ま
す
。

　

こ
の
国
民
医
療
費
は
、
国
民
総
生

産
に
対
し
て
四
・
九
二
％
、
国
民
所

夥
に
対
し
て
六
・
一
五
％
の
割
合
で
、

い
ず
れ
も
前
年
度
よ
り
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
賃
金
、
消
費
者
物
価

指
数
の
伸
び
よ
り
も
国
民
医
療
費
の

伸
び
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
国
民
医
療
費
を
負
担

区
分
別
割
合
で
み
る
と
、
保
険
者
等

負
担
分
が
七
五
・
八
％
八
兆
三
千

７
、
１

い
て
、
そ
の
間
隔
を
延
長
し
た
と
き

と
同
じ
水
準
に
な
っ
て
い
る
」
と
し

て
、
十
七
歳
、
十
八
歳
の
定
期
健
康

診
断
は
原
則
と
し
て
行
わ
な
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
答
申
で
は
「
た
だ
し
、
こ
の

年
齢
層
は
生
活
の
変
化
等
に
よ
り
結

核
感
染
の
機
会
が
多
く
、
そ
の
発
見

が
定
期
健
康
診
断
に
依
存
す
る
割
合

も
高
い
た
め
、
特
別
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
に
と
し
、
十
四
歳
の
定
期
健

四
ト
九
億
円
）
で
、
公
費
負
担
分
か

こ
∵
六
％
、
患
者
負
担
分
は
Ｉ
】

・
五
％
と
な
っ
て
お
り
、
公
費
負
担

分
、
患
者
負
担
分
は
前
年
度
よ
り
わ

ず
か
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
傷
病
別

で
は
、
Ｍ
環
系
、
消
化
系
、
呼
吸
系

の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

康
診
断
を
十
三
歳
と
す
る
こ
と
、
発

病
の
お
そ
れ
の
大
き
い
者
に
つ
い
て

は
従
来
通
り
健
康
診
断
を
行
う
、
と

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
有
症
時
の
受
診
勧
奨
、

発
見
思
者
の
家
族
検
診
等
の
強
化
な

ど
も
指
摘
し
て
い
ま
す
。

1
8
歳
の
結
核
健
診
は
中
止

公
衆
衛
生
審
議
会
が
厚
相
に
答
申

丿
舅
舞
踏
病
が
公
費
負
担
に

　

厚
生
省
は
、
昭
和
五
士
八
年
度
の

難
病
対
策
と
し
て
特
定
疾
患
治
療
研

究
（
医
療
費
の
公
費
負
担
）
の
対
象

疾
患
を
一
症
患
増
や
す
こ
と
を
決
め

て
い
ま
し
た
が
、
六
月
ト
六
日
、
そ

の
疾
患
″
。
を
八
ン
チ
ン
ト
ン
舞
踏

病
」
と
し
、
十
月
一
日
か
ら
実
施
す

特
定
疾
患
治
療
研
究
は
2
3
疾
患
に

る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
特
定
疾
患
治
療
研
究
の
対
象

疾
患
は
全
部
で
二
十
三
疾
患
と
な
り

ま
し
た
。

　

厚
生
省
に
よ
る
と
、
「
ハ
ン
チ
ン

ト
ン
舞
踏
病
」
は
、
脳
基
底
核
お
よ

び
大
脳
皮
質
の
神
経
細
胞
の
変
性
が

徐
々
に
起
こ
り
、
慢
性
進
行
性
に
経

過
す
る
予
後
不
良
の
錐
体
外
路
系
神

経
疾
患
で
、
家
族
の
中
に
発
生
が
み

ら
れ
、
知
能
の
低
下
や
柵
神
症
状
と

し
て
、
初
期
に
は
抑
う
つ
、
心
気
状

態
易
鈍
性
が
み
ら
れ
、
さ
ら
に
進
行

す
る
と
感
情
鈍
麻
、
幻
覚
が
現
わ
れ

る
と
い
い
ま
す
。
特
に
三
十
歳
か
ら

四
十
五
歳
に
多
く
発
症
し
、
性
別
に

よ
る
差
は
な
い
と
い
わ
れ
、
患
者
数

は
七
百
人
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
調
査
研
究
事
業
に
つ
い
て

は
、
一
部
研
究
班
の
再
編
成
を
行
い

四
十
三
研
究
班
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

厚
生
省
は
六
月
ト
日
、
「
昭
和
五

十
四
年
度
社
会
保
障
給
付
費
」
に
つ

い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

発
表
に
よ
る
と
、
昭
和
五
十
四
年

の
社
会
保
障
給
付
費
総
額
は
二
十
一

兆
九
千
六
十
六
億
円
で
、
前
年
度
比

一
丁
一
９
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
年
金
な
ど
現
金
に
よ
る
給

付
は
十
二
兆
一
千
九
百
五
十
一
億
円

で
全
体
の
五
五
・
七
％
を
し
め
、
残

り
の
四
四
こ
一
石
が
医
療
に
関
す
る

給
付
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
社
会

保
障
給
付
費
は
、
国
民
所
得
の
こ
Ｉ

・
三
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
を
制
度
別
に
み
る
と

医
療
保
険
が
八
兆
四
千
六
百
五
４
　
七

億
円
、
年
金
保
険
が
七
兆
九
百
七
十

四
億
円
、
恩
給
が
一
兆
六
千
七
百
十

九
億
円
、
社
会
福
祉
が
一
兆
四
千
四

百
七
ト
六
億
円
、
失
業
保
険
及
び
労

災
保
険
が
　
　
兆
四
千
百
三
十
八
億

円
、
生
活
保
護
が
一
兆
一
千
百
十
三

億
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
社
会
保
障
給
付
費
の

対
国
民
所
得
を
欧
米
諸
国
と
比
較
し

て
み
る
と
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
三
〇
・

九
％
、
西
独
二
五
％
、
仏
二
四
・
一

％
、
英
一
七
・
一
％
、
米
一
四
・
一

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
金
な
ど
現
金
給
付
は
5
6
％

厚
生
省
が
5
4
年
度
社
会
保
障
給
付
費
発
表
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私
が
結
核
と
診
断
さ
れ
、
国
立
療

養
所
清
瀬
病
院
に
入
院
し
た
の
は
、

今
か
ら
＝
干
二
年
前
の
昭
和
二
十
四

年
で
し
た
。
三
十
六
年
ま
で
の
十
二

年
間
の
闘
病
生
活
に
終
止
符
を
う

ち
、
第
二
の
人
生
に
ふ
み
出
し
た
と

き
の
よ
ろ
こ
ぴ
は
、
終
生
忘
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

思
え
ば
、
結
婚
ま
も
な
い
頃
、
思

い
も
か
け
な
い
肺
結
核
に
お
か
さ

れ
、
血
液
に
入
っ
た
結
核
菌
は
、
脳
、

眼
、
耳
、
腸
、
関
節
と
す
べ
て
つ
ぎ

つ
ぎ
と
体
内
を
む
し
ば
ん
で
ゆ
き
ま

し
た
。

　

日
進
月
歩
で
い
ろ
い
ろ
特
効
薬
も

で
て
そ
の
つ
ど
服
用
し
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
耐
性
菌
が
つ
き
こ
れ
と
い
う

治
療
と
て
な
く
排
菌
、
あ
る
と
き
は

か
ぎ
り
な
く
血
痰
が
痰
壷
の
中
を
染

め
、
あ
る
と
き
は
頭
の
置
場
も
な
い

ほ
ど
の
頭
痛
、
ま
た
朝
は
平
熟
、
午

後
は
三
十
九
度
の
発
熱
が
一
日
も
休

む
こ
と
な
く
三
年
つ
づ
き
ま
し
た
。

　

戦
後
の
こ
と
と
て
食
糧
事
情
が
悪

く
病
院
食
も
ひ
ど
い
も
の
で
し
た
。

南
京
米
混
入
ご
飯
に
「
乾
め
ん
」
を

ま
ぜ
た
も
の
が
枕
元
に
配
膳
さ
れ
、

食
慾
の
な
い
私
に
は
む
か
つ
く
奥
い

が
鼻
を
つ
き
、
な
ん
と
し
て
も
喉
を

通
ら
ず
涙
を
流
し
箸
を
手
に
し
た
こ

と
が
い
く
た
び
も
あ
り
ま
し
た
。

　

患
者
自
治
会
か
ら
配
ら
れ
た
要
請

ハ
ガ
キ
に
は
、
い
ち
早
く
実
状
を
訴

え
食
事
の
改
善
要
求
を
農
林
大
臣
に

む
け
一
生
懸
命
ペ
ン
を
走
ら
せ
た
も

　

心
の
さ
さ
え
を
失
な
っ
た
淋
し
さ

は
つ
の
り
ま
し
た
が
、
一
方
で
は
生

活
保
護
の
医
療
扶
助
に
よ
り
医
旅
費

の
心
配
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
不

思
議
と
薄
紙
を
は
ぐ
よ
う
に
病
状
は

落
つ
き
を
み
せ
平
熱
を
と
り
も
ど
し

て
き
た
の
で
す
。
精
神
的
、
経
済
的

負
担
が
い
か
に
病
気
に
影
響
し
た
か

が
こ
の
身
で
体
験
し
た
わ
け
で
す
。

そ
れ
か
ら
四
年
後
手
術
が
可
能
と
な

り
、
前
途
に
光
明
を
み
い
だ
し
生
き

る
希
望
が
わ
き
、
体
力
を
つ
け
る
の

私
の
闘
病
生
活

十

　

二

東
久
留
米
市
里
丿
主

の
で
す
。

　

病
気
の
苦
し
み
と
と
も
に
お
そ
い

か
か
る
経
済
的
負
担
、
当
時
、
健
保

家
族
と
し
て
の
医
療
給
付
は
二
年
し

か
使
え
ず
、
そ
の
あ
と
は
容
赦
な
く

毎
月
一
万
円
余
の
請
求
書
が
べ
。
ト

に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
な
ん
と
し
て

も
早
く
退
院
せ
ね
ぱ
と
あ
せ
る
気
持

と
は
う
ら
は
ら
に
病
勢
は
す
す
む
ぱ

か
り
で
す
。
思
い
あ
ま
っ
て
夫
の
将

来
を
考
え
自
分
を
捨
て
、
離
婚
へ
ふ

み
き
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
し
た
。

ゆ
き

に
懸
命
で
し
た
。

　

忘
れ
も
し
な
い
昭
和
三
十
五
年
五

月
、
成
功
率
五
〇
％
と
宜
告
さ
れ
、

右
肺
全
摘
出
手
術
を
三
回
に
わ
た
り

う
け
ま
し
た
。
幸
い
手
術
は
成
功
の

う
ち
に
終
り
、
素
隋
し
い
病
院
に
入

院
し
た
幸
せ
、
諸
先
生
方
へ
の
感
謝

の
念
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
術
後
三
年
の
回
復
期
を

へ
、
晴
れ
て
社
会
復
帰
を
迎
え
十
二

年
間
の
闘
病
を
克
服
し
た
の
で
す
。

　

肺
活
量
八
〇
〇
’
‥
‘
、
動
い
た
だ
け

で
も
息
苦
し
い
頃
、
作
業
療
法
で
の

体
験
は
一
つ
一
つ
仕
事
へ
の
自
信
を

も
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

退
院
と
同
時
に
日
患
同
盟
事
務
局

の
会
計
と
し
て
動
務
し
ま
し
た
。
こ

の
六
月
二
十
日
で
満
二
十
年
、
無
事

に
勤
め
続
け
て
お
り
ま
す
。

　

手
術
の
後
遺
症
が
低
肺
機
能
で
あ

る
が
た
め
に
、
何
時
の
と
き
で
も
呼

吸
の
苦
し
さ
は
ぬ
ぐ
う
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
毎
日
の
通
動
で
一
番
つ
ら

い
の
は
駅
の
階
段
で
す
。
身
に
つ
け

る
も
の
は
す
べ
て
目
方
の
軽
い
も
の

を
選
び
、
負
担
を
少
な
く
す
る
の
も

さ
さ
や
か
な
努
力
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
で
も
、
こ
う
し
て
元
気
で
働
ら

け
る
よ
ろ
こ
び
は
、
何
に
も
ま
し
て

大
き
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

低
肺
機
能
者
の
大
敵
は
、
風
邪
ひ

き
で
す
。
す
ぐ
呼
吸
困
難
を
誘
発
し
、

特
に
冬
季
は
毎
日
戦
々
競
々
と
し
て

春
を
迎
え
、
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
を

安
堵
す
る
の
で
す
。

　

再
起
不
能
と
ま
で
い
わ
れ
、
く
る

年
も
、
く
る
年
も
死
線
を
さ
ま
よ
い

病
魔
と
の
闘
い
の
中
で
我
身
を
守
る

強
さ
、
忍
耐
力
は
い
ま
の
生
活
の
中

で
ど
ん
な
に
か
私
を
さ
さ
え
て
く
れ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
か
ら
の
人
生
は
、
明
る
く
楽

し
い
も
の
と
し
希
望
を
も
っ
て
、
生

き
ぬ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
日
本
患
者
同
盟
）

▼
９
日
厚
生
省
は
六
月
一
日
▼
2
1
日
厚
生
大
臣
は
中
医
協

か
ら
の
薬
価
基
準
引
き
下
げ
に
に
対
し
医
療
費
－
診
療
報
酬
点

つ
い
て
官
報
で
告
示
し
た

　

数
の
改
定
を
諮
問

▼
1
5
日
厚
生
省
は
老
人
保
健
▼
2
2
日
民
鉄
協
・
大
手
私
鉄

法
案
を
国
会
に
提
出
し
た

　

十
五
社
は
、
六
月
一
日
か
ら
身

▼
1
5
日
国
民
年
金
法
等
改
正
障
者
運
賃
割
引
き
の
手
続
き
を

案
が
参
院
で
可
決
、
成
立
し
、
簡
素
す
る
こ
と
を
決
め
た

年
金
の
物
価
ス
ラ
イ
ド
、
福
祉
▼
３
日
中
医
協
は
厚
相
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

諮
問
の
あ
っ
た
医
療
費
改
定
に

　
　
　
　
　

一

　
　
　

つ
い
て
、
諮
問
ど
お
り
「
了
承

　
　
　
　
　

一

　
　
　

す
る
」
旨
答
申
し
た

　
　
　
　
　
　

月

　

▼
2
5
日
経
団
連
、
日
経
連
。

　
　
　
　
　

一

　
　
　

日
商
な
ど
財
界
五
団
体
の
ト
。

　
　
　
　
　

一

　

５

　

プ
に
よ
る
「
行
革
五
人
委
員
会
」

　
　
　
　
　

一

　
　
　

は
、
福
祉
、
教
育
削
減
な
ど
を

□

付

　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
意
見
嗇
を
第
二
臨
調
に
提
出

年
金
の
引
き
上
げ
な
ど
決
る

　

▼
2
6
日
鈴
木
首
相
、
渡
辺
蔵

▼
1
8
日
厚
生
大
臣
が
園
田
直
椙
は
、
五
十
七
年
度
予
算
で
軍

氏
か
ら
村
山
達
雄
氏
に
交
替

　

事
費
な
ど
を
別
わ
く
扱
い
す
る

▼
1
9
日
厚
生
省
は
医
療
法
改
こ
と
で
合
憲
し
た

正
案
の
通
常
国
ふ
琵
出
を
断
念
▼
2
8
日
衆
議
院
は
「
国
際
障

▼
2
0
日
健
保
連
は
「
老
人
保
害
者
年
に
当
た
り
、
障
害
者
の

健
法
案
に
つ
い
て
の
意
見
」
を
『
完
全
参
加
と
平
等
』
の
実
現

･|･･1･･|･･I･φl･･1･･1･･I･･1･|･･S･･1･11･･I･･1･･|l･･1･11･･I･･|
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｛

訂
正
と
お
詑
び
・
・
・
・
・
本
誌
第
六
十
六
号
二
ペ
ー
ジ
「
障
害
者
福
祉
・

日
本
と
外
国
⑤
」
中
、
五
段
目
の
四
行
目
「
約
三
百
万
人
を
組
織
・
・
・
」

は
三
十
万
人
の
誤
り
で
し
た
。
読
者
の
皆
様
及
び
筆
者
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
お
詑
ぴ
申
し
上
げ
ま
す
。



攬言６ワ号 (第三祠郵便物認可) か

ｺニ:コニつ
全国患者団体連絡協議会加盟組織

　

jl

〈互療会〉

〒105港区西新橋3-15-10原色版印刷内

　　　

n 0 3 (433)16 4 1

〈全国文通労働災害対策協議会〉

〒171豊鳥区西池袋１－４－５

　　　

0 0 3 {982)7 3 6 1

〈全国腎臓病息書連絡協機会〉

〒161新宿区下落合3―15-29田沼ビル(第二)

　　　

O 0 3 (952)5 3 4 0

〈全国心臓病の子供を守る会〉

〒101千代田区神田北乗物町17北乗ビル

　　　

O 0 3 (256)8 4 2 4

〈全国ハンセン氏病息書協議会〉

〒189東村山市青葉町4－1－10

　　　

00423(94)15 7 1

〈全国職業性有害物障害息者協議会〉

〒105港区西新橋2－21－5

　　　

0 0 3 (433)2 0 8 2

〈日本患者同盟〉

〒1恥－04清瀬市松山2-13―12

　　　

雲■0424(91)00 5 8

〈慢性一酸化炭素中毒恵書会〉

〒151渋谷区千駄ヶ谷1－31－5代々木病院内

　　　

き0493(24)12 9 3後藤宛

ん や と 医 療 １

９８
１

年

　

本
誌
6
6
号
の
・
「
内
部
障
害
者
の
あ

す
を
考
え
る
」
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
″

シ
ョ
ン
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た

の
か
解
り
ま
せ
ん
が
、
三
頁
に
は
呼

吸
、
心
臓
、
腎
臓
の
諸
機
能
障
害
者

の
発
言
要
旨
が
の
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
内
部
障
害
者
と
い
う
い
い
方

は
、
も
っ
と
範
囲
を
拡
げ
た
意
味
に

使
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

　

血
液
の
病
気
の
中
に
は
、
現
代
の

医
学
で
は
治
せ
な
い
病
気
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

病
気
は
難
病
の
指
定
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
し
、
当
然
、
身
障
者
法
に
も
該

当
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

私
は
現
在
、
r
＃
発
性
骨
髄
腫
」

と
い
う
令
身
の
骨
髄
が
腐
る
血
液
の

病
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
病

気
は
、
わ
が
国
で
は
十
万
人
に
Ｏ
・

ヒ
人
か
ら
〇
・
八
人
位
の
発
生
率
と

い
わ
れ
、
今
ま
で
は
四
ト
歳
以
上
の

人
が
罹
る
病
乱
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
現
仕
で
は
二
十
代
の
人
で
も

こ
の
病
気
で
死
亡
す
る
人
か
で
て
い

ま
す
。
こ
の
病
気
は
患
者
の
中
、
二

分
の
一
か
ら
三
分
の
二
の
人
し
か
薬

が
効
か
ず
、
あ
と
の
人
は
死
ん
で
い

き
ま
す
。
生
在
期
間
は
艮
く
て
三
年

か
ら
七
年
、
平
均
二
年
位
で
予
後
は

絶
対
不
良
と
医
学
辨
に
は
轡
か
れ
て

い
ま
す
。
私
も
入
院
し
て
か
ら
一
年

位
は
薬
が
効
か
ず
、
家
内
は
兄
弟
を

呼
ぶ
よ
う
に
医
師
か
ら
告
げ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
病
気
は
（
他
の
人
は
知
り
ま

せ
ん
が
）
痛
み
や
苦
し
み
が
あ
り
、

絶
対
助
か
ら
な
い
病
気
で
あ
り
な
が

ら
、
難
病
に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
し
、
血
液
の
医
師
も
整
形
の
医
師

も
身
体
障
冑
者
に
は
該
当
し
な
い
と

い
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
障
害
者
の
こ
と
は
あ
ま
り
言

い
た
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
工
透
析

や
結
核
患
者
は
治
療
費
が
公
費
負
担

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
私
の
様

に
絶
対
助
か
ら
な
い
病
気
が
難
病
に

も
身
障
青
に
も
な
ら
ず
、
治
療
糾
も

公
費
負
担
に
な
り
ま
せ
ん
。

　
　

「
か
ん
じ
や
と
医
療
」
は
こ
の
よ

う
な
福
祉
の
谷
間
に
い
る
人
を
世
に

知
ら
せ
る
使
命
も
担
っ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長期慢性患者・難病患者の闘病にも希望が

　　　　　　　

医学界の権威者がつづる療養小史

病気と人間－n30年
砂原茂一・島村喜久治著

主な内容器数。中-e

　　

l

　　

農ば瓢。’

　　

Ｂ６版上製293頁

島村喜久治

花ひらく未来を

安静時間をなくしたら

日本患者同盟編

定価1,600円

　　

送料260円

ワ兵j1日（８）

千
葉
市
川
崎

　

源
三
郎

難
病
患
者
も
身
障
者
に

　
　

お
申
し
こ
み
は

東
京
鄙
清
瀬
市
松
山
ニ
ー
十
．
一
一
－
ト
　
　

日
本
忠
者
同
盟
総
務
部
（
郵
便
番
号
．
八
〇
－
○
四
）
へ

送
料
を
そ
え
て
お
申
込
み
く
だ
さ
い
（
切
Ｆ
で
も
よ
い
）
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